
IWA 32：2019 

Screening of genetically modified organisms (GMOs) in cotton 

and textiles 

綿花及び繊維内の遺伝子組換え作物(GMOs)のスクリーニング 
 

１．規格の概要 

綿花の種子、葉、綿繊維及び綿繊維由来生地中の遺伝子組換え作物（GMO）の分析を行う

ラボラトリーに対する要求事項及び推奨事項を提示するものである。 

 

２．検討状況 

 2018年 6月に技術管理評議会会議で承認され、2019年 4月に初版が発行された。 
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